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内容の要旨及び審査の結果の要旨
１９８３年にH2hbD6ac〃nyzﾉbzi(2YJ,lJzﾉbrZノの分離が報告されて以来、ヘリコバクター属菌の分離・
同定が続いている。さらに近年、Ｈ;RJzhゴ以外のヘリコバクター属菌への関心が高まってきており、タイ
やチリの胆道系疾患患者の胆汁や胆嚢組織中にヘリコバクター属菌ＤＮＡが存在したという報告がある。
そこで本研究では、日本人胆道系疾患患者におけるヘリコバクター属菌の関与を、ＰＣＲ法を用いて分子
生物学的手法で調べた。胆道系良性疾患３０例、胆道系悪性疾患６例の胆汁を対象とし、コントロール群
には、非胆道系疾患２１例の胆汁を用いた。無菌的に採取された胆汁よりＤＮＡを抽出後、
Hﾋﾞﾉﾉco6ac〃-specificprimer、ＨＩＤﾉﾉ07Ｍ'℃cxDeAge"e-speciHcprimerを用いてＰＣＲを行なった。さらに
Hb/jcO6aael･genus-speciEcPCRにて陽性であった検体に対してはＨｅ/ico6a伽rWcies-specificprimer(H;Z､ﾉﾉori
16SrRNAand26Kprotein,Ｈｈｑｐａ卿sl6SIRNA,Ｈ６伽16SrRNA）を用いてＰＣＲを行なった。
得られた結果は以下のように要約される。
（１）Ｈｂ"co6Q舵r-specificprimerを用いたＰＣＲでは、非胆道系疾患に比較し、有意に高率に胆道系疾患で
ヘリコバクター属菌菌体成分が検出された。
（２）HZDﾉﾉorjに関する検討では､Ｈｆ?)ﾉﾉO7i""“Ｍは､胆道系疾患の有無を問わず､高率に検出されたが、
Hb/ico6a伽7qpeciay-specincpIimerを用いたＰＣＲでは、１例も検出されなかった。
（３）Ｈｈｑｐ伽噸、ＨＭＭこ関する検討では、HAqpα"“16sIRNAが胆嚢結石症で１例、ＨＭなl6srRNA
が総胆管結石症、胆管癌それぞれに１例ずつ検出されたのみであった。
以上の結果より、胆道系疾患患者の胆汁中に非胆道系疾患と比較して、ヘリコバクター属菌の菌体成分
が分子生物学的に優位に高率に認められ、菌種の同定には至らなかったが、その病態への関与が示唆され
た。
本研究は、ヘリコバクター属菌の胆道系疾患への関与を示唆する研究であり、胆道系疾患の病態発生の
解明に寄与する価値ある論文と評価された。
－４－
